
～ 高めあう 人権感覚 確かな未来 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 主催・問い合せ先 東部地域振興課 
電話 ０８４－９４０－２５７４ 
FAX ０８４－９４７－５６５８ 

 

梅の開花  
（引野学区）  

 

 

    

 

●動画サイト YouTube 

●チャンネル TouTube.F 

●問い合せ先 東部地域振興課 

電話：084-940-2574 

FAX：084-947-5658 

メール： ↓↓↓ 

toubu₋chiikishinkou@city.fukuyama.hiroshima.jp 

 

 

 

東部地域振興課では、生涯学習の成果など

を発表する機会の一つとして YouTube の 

チャンネルを開設しています。 

今回は、２月１日に開催したふくやま東部

文化フェスタでオンライン配信を希望した団

体の演奏を紹介します。 

出演していただいたのは「笠岡シンフォニ

ックウィンズ」のみなさんです。 

どうぞご覧ください。 

〈配信〉 ３月１０日（火） 9:00～ 

 

２０２６年(令和８年)３月１日 
発行 東部地域振興課 
住所 〒721-0915 福山市伊勢丘 6－6－1 
電話 940－2574 FAX 947－5658 

カラーは 
ホームページで  検索・二次元コード 

福山市東部地域振興課  

学習情報紙 

No.２９４ 

３月号 

 
            

 

 

 東朋中学校では、ボランティア活動の一環と

して「ふくしまひまわり里親プロジェクト」に

参加しています。これは、震災復興のシンボル

としてひまわりを育て、採れた種を福島県に送

る取組です。その活動の一部を紹介します。 

東部まちづくり博覧会も、引き続き展示し

ています。 

●期間３ 月７ 日 （土） から３月３０日（月） 

●場所 東部市民センター 2 階ロビー  

 

 

暦の上では春を迎えましたが、時折吹く風に冬

の名残を感じる今日この頃。 

そんな寒さの中でも自然の営みは着実に歩みを

進めています。 

先日、引野交流館の館長から「交流館の梅の花

が咲き始めましたよ」との知らせをもらいました。 

今、引野交流館では、白い梅の花びらが見る人

の心を温め、館を訪れる多くの利用者を楽しませ

る癒しの存在となっています。 

現在、まだ可愛らしい蕾も多く見受けられます

が、日を追うごとにその蕾がほころび、これから

いよいよ見頃を迎えます。春の陽光を浴びて、枝

いっぱいに花がつき、交流館がほのかな梅の香り

に包まれる満開の時期が今から待ち遠しくてなり

ません。穏やかで希望に満ちた春の情景がもうす

ぐそこまで来ています。 

遠くの観光地へ出かけることも素敵ですが、ま

ずは、私たちの生活に寄り添うこの身近な場所で

春の訪れを感じてみてはいかがでしょうか。 
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●●● “地域をつなぐまちづくり”紹介 ●●● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東部エリアの中学生、大活躍！（ふくやま東部文化フェスタ２026） 

  

 

 

 

２月１日、ふくやま東部文化フェスタ 2026 で

東部エリアの有志の中学生のみなさんがボランテ

ィアで大活躍！  駐車場・総合案内・さかなつり・

カフェなど担当に分かれ心を込めてお客様をもて

なす姿が見られました。 

                カフェでの様子→ 

              ←「ここで釣るんよ」 

 

 

 

 

 

 

 

ふくやま東部文化フェスタ 2026 を開催

今年の文化フェスタは、例年より１か月早く２月１日に開催しまし

た。寒い時期でもあり来場者が少ないのではと心配していましたが、

いつもと変わらず多くの方が来場され、ほっとしています。 

ステージ発表では、それぞれの地域で活動されている２３団体の発

表があり、ホール内は熱気に包まれました。 

２階の作品展示コーナーでは、絵や書道、手芸作品など３６の団体

が出展され、それぞれの作品に費やした時間と努力が感じられるもの

ばかりでした。 

飲食コーナーでは、フィリピンの食べ物、焼き芋、焼きそば、フラ

ンクフルトなど多くの種類の販売があり、「おいしい物が食べれてよか

った」と好評をいただきました。７年ぶりにうどんの販売も復活し、

売れ行きも好調でした。文化フェスタの円滑な運営に向け、ご協力い

ただきました。 

中学生ボランティアのみなさん、地域選出のボランティアのみなさ

ま、大変お世話になりました。ありがとうございました。 

 
 

防災の話に聞き入る児童の様子 

「おいしいスイーツいかがですか」「あたたかいコーヒーがあり

ますよ」「（小さいお子さんに）２階で、さかなつりゲームをし

てますよ。おうちの人と来てくださいね」と、コーナーに関する

情報発信をしながらフェスタを盛りあげてくれました。ボランテ

ィア終了後のアンケートでは、「地域の人が優しく声をかけてく

れてうれしかった」「ありがとうと言われて、またやりたいと思

った」「こんなに楽しい行事があることをもっとたくさんの人に

伝えたい」など、中学生ボランティアの皆さんの想いがあふれる

言葉がたくさん並んでいました。来年のフェスタでの活躍も期待

しています。ありがとうございました。 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近所に 外国人が 増えてる けれど 

どう思ってる？ をトークする講演会 

東部管内イベント・講座情報 

東部図書館からのお知らせ 

『旭丘学区ふれあい文化祭』 
◆１０月２２日（日） 

９時００分～１６時００分 

旭丘小学校体育館・中庭（雨天決行） 

移動文学展 
「今井絵美子が描いた人情と自然」 
〖日時〗３月１８日（水）～４月２０日（月） 

〖場所〗東部図書館 １階フロア 

〖内容〗福山市出身の作家・今井絵美子とその

作品を紹介する展示 

〖問い合わせ先・申し込み〗 

東部図書館 084-940-2575 
 

サロンコンサート 
〖日時〗３月２４日（火）１４時～１４時３０分 

〖場所〗東部市民センター １階サロン 

〖内容〗尺八と琴の演奏 

〖出演〗加絃会 

緑丘交流館 

見て 聴いて 触ってみよう！ 
お箏の調べ コンサート  

〖日時〗 ３月２１日（土）１０時～１１時３０分 

〖会場〗 緑丘交流館 大会議室 

〖内容〗 お箏の演奏 

箏職人のおはなし「箏製作の裏側」 

箏づくりの一部（木を削る等）の体験 

〖講師〗 菊津萬会  田中 秀和さん（箏工房 秀） 

〖対象〗 どなたでも（おこさま大歓迎） 

〖参加費〗無料   〖定員〗２５人程度  

〖申し込み〗要申込 

〖問い合わせ先〗 

緑丘交流館   084-943-5495 

 

 
春日コミュニティ館 

 

「かすがサロン」 
いざという時 自分を守る行動 

〖日時〗 ３月６日（金）１０時～11時 

〖会場〗 春日コミュニティ館  

〖内容〗 東部地域の防災についてのお話を 

聞き、防災意識を高める 

〖講師〗 豊田 千春さん（福山防災リーダー） 

〖対象〗 どなたでも 〖参加費〗無料 

〖定員〗 １５人    〖申し込み〗要申込 

〖問い合わせ先〗 

春日コミュニティ館 084-943-2531 

東部地域振振興課主催 

 

大門・野々浜交流館共催 

東部支所管内で外国人が多く暮らしている 

大津野学区・野々浜学区。 

この地域で外国人が身近に住んでいることを

知り、共に暮らしていくためのヒントを一緒

に考えてみたいと思います。 

外国人が増え始めて以来、たくさんの「悩みご

と」「困りごと」を解決してきたゲストから多

文化共生のためのお話を伺います。 

〖日時〗３月７日（土）１４時～１５時３０分 

〖場所〗JA福山市 大津野支店 会議室 

〖対象〗どなたでも 

〖定員〗１００人  

〖入場〗無料   

  〖問い合わせ先〗 

東部地域振興課 084-940-2574 

ゲスト 

客本 牧子さん  日本語教室「ふ～じゅ」代表 

鶴田 ベルナさん 大津野学区在住 フィリピン出身 

浦野 納穂さん 大門日本語教室 ボランティアスタッフ 

 

 

 

～ 多文化共生推進講座 ～ 



 視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「２人に１人がにせ情報や誤った情報を信じ、 

４人に１人が誤情報を拡散」 
総務省が１５歳以上を対象に実施した「ＩＣＴリ

テラシー実態調査」によると「誤った情報」でも「正

しい情報だと思う」、「おそらく正しい情報だと思

う」と答えた人が４７．７％であることが分かりま

した。 

また、偽・誤情報に接触した人のうち２５．５％

の人が、何らかの手段を用いて情報を拡散していま

した。 

拡散した理由については２７.１％の人が「情報が

驚きの内容だったため」と回答しています。 

偽・誤情報を拡散した手段として「家族や友人な

ど周囲の人へ対面での会話」「家族や友人など周囲

の人へメールやメッセージアプリ」となっており身

近な人に拡散することが多かったようです。また、

不特定多数にインターネットを用いて拡散した人

は４４．４％で多くの人が情報を拡散していまし

た。 

一度拡散した情報は、誤った情報でも止めること

はできません。 

これらのことから、情報の拡散や、書き込みにつ

いては、その情報が正しのか、書き込みに対して誰

かを傷つけることはないかを冷静に判断したうえ

で行うことが大切です。 

今後、ますますＩＣＴリテラシー（情報通信技術

を正しく適切に利用活用できる能力）の向上が必要

なことが今回の調査でわかりました。 

 

誹謗中傷を防ぐ法律が改正されました 
2025 年（令和７年）４月に、「情報流通プ

ラットフォーム対処法」が施行されました。 

これは、いわゆる「プロバイダー責任制限法」

を改正したもので、個人や団体などへの誹謗中

傷がインターネット上に書き込まれないよう、

規制内容を強化したものです。 

インターネットへの心ない書き込みは 2000

年頃から増加しはじめました。匿名性を悪用し

て書き込まれた言葉は被害者の心身を長く傷つ

け続けてきました。 

インターネットの誹謗中傷をなくすために 
新しい法律では、事業者に対し被害者が削除 

 

 

 
特集「インターネットと人権」について考える その 1１

２月２１日、東部管内３学区まちづくり推進

委員会による実践事例の発表と意見交換による

シンポジウムを開催しました。 

まず、日吉台学区から「新しい運動会のカタ

チをつくる」と題して、住民参加の意見交換を

経て生まれ変わった「スポーツ祭」について発

表。競技よりも交流を重視し、自由で楽しいイ

ベントの様子が伝わりました。 

続いて坪生学区から「デジタル技術を活用し

た地域活動」と題して、公式 LINE の開設によ

る情報発信について発表。生成 AI を活用した

チラシやショート動画の作成など、どんどんア

イデアが膨らんでいく様子がわかりました。 

ふくやま♡まちづくり大学・東部シンポジウム開催 

を求めるルールを明白にすることや、加害者へ

の罰則などが明記されています。自身や家族な

どに被害があった場合は、各窓口などへ速やか

に相談していただきたいと思います。 

 一度負った心の傷は、なかなか癒えるもので

はありません。それだけに、インターネットを

利用する一人ひとりの人権意識が、この法律の

施行を通じて高まることを期待します。 

 特集「『インターネットと人権』について考

える」は今回で終了します。 

 東部いれこみ情報では、来年度も誰もが大切

にされ、人権文化が根付いたまちづくりの推進

に向けて情報発信をしていきたいと思います。  

  

最後に旭丘学区から「獣害対策（イノシシ）

の取組」と題して発表。広島県鳥獣対策等地域

支援機構（テゴス）の支援による現地調査や箱

わな設置、学区の LINE で出没情報を共有する

など、地域ぐるみの対策が紹介されました。 

どの発表も有意義な内容で、参加者アンケー

トでも「参考になった」「自分の学区でも活か

したい」などのご意見を多数いただきました。 

 東部地域振興課では、 

今後も地域課題の解決 

や持続可能なまちづく 

りに向けて支援してい 

きます。 
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に
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「
あ
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が
と
う
」
「
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し
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…
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最
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級
の
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意
と
感
謝
を
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て
、
去
り
ゆ
く
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中
に
捧
げ
た

い
も
の
で
す
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４
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た
な
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っ
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い
ま
す
。

一
期
一
会
を
大
切
に
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
た
い

も
の
で
す
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